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新日鉄のチタン製品が続々採用

併新会社を発足することとし
た。
本合併により、両社は経営資
源を互いに補完し合い、より効
率的な生産、研究、営業体制を
確立し、強靭な事業基盤を実現
することになる。合併新会社は、
お客様をはじめとする関係各位

中京製線㈱および ㈱チタック
ならびにそれぞれの親会社であ
る新日鉄および伊藤忠丸紅鉄鋼
㈱は、昨年７月に中京製線とチ
タックの伸線事業を統合するこ
とに向けた基本合意に至り、そ
の実現に向けて具体的な検討と
準備を進め、本年６月１日に合

（5）売上規模：約100億円/年程度

（6）生産拠点：

愛知県北名古屋市（現中京製線/西春工場）

静岡県磐田市（現チタック/磐田工場）

新工場は、岐阜県関市に建設し、

平成19年に稼動予定

のさまざまな要望と負託に、今
まで以上に応えていく。

・合併期日平成18年６月１日

新会社の概要（予定）
（1）商　　号：日鉄東海鋼線株式会社

（2）本店所在地 ：愛知県北名古屋市

（3）資 本 金： 697,445千円

（4）代 表 者：山口正昭（現中京製線顧問）

新日鉄のチタン合金「Super-
TIX© 51AF」（スーパータイエッ
クス）が、SRIスポーツ㈱製のダ
ンロップ新ドライバー「ALL
NEWゼクシオ（XXIO）」に採用
された。
「Super-TIX© 51AF」は、従来
の合金と同等の強度を維持しつ
つ、熱間加工性を大幅に改善した
チタン合金で比較的軽い元素を添
加していることから比重が軽く、
軽量化にも寄与する性能を持つ。
高強度かつ軽比重により、低重心
化などにより、反発規制内でもよ
り飛距離を出すことができる。
また、超深絞り加工用純チタン
材「Super-PureFlexTM」が、ソニ
ー㈱製の超高音質リニアPCMレコ
ーダー「PCM-D１」の筐体に採
用された。「Super-PureFlexTM」は

金属組成や結晶粒度等を抜本的
に見直した純チタン材だ。超深
絞り加工が可能で、プレス加工
工程の能率向上・工程省略に寄
与できる。また、プレス金型に
焼き付きにくく、金型の磨耗が
比較的小さいため、金型の長寿
命化にも寄与する。
さらに、新日鉄のチタン材が

中国の「杭州大劇院」の外装パ
ネルと台湾の「Taipei Arena」
の屋根・外装パネルに本格的に
採用された。国内外の大型物件
向けに連続受注しており、この
たびの２件を加えてこれまでの
累計受注量が1,000tを超えた。
今後も新日鉄では、チタンの

性能を生かした新しいチタン合
金の開発や適用拡大に取り組ん
でいく。

ステンレス鋼線事業統合に向けて基本合意
される。このような中、両社は
それぞれのステンレス鋼線事業
を分離・統合し、生産設備集約
ならびに販売力強化など全般に
わたるシナジー効果を最大限に
発揮することにより、体質強化
を図り、世界トップレベルの競
争力を目指す。
また、両社がこれまで培って
きた品質造り込み技術を通じ
て、日本のみならず需要拡大が
期待できるアジアを中心とした
世界のお客様にさらに満足いた

鈴木金属工業㈱（新日鉄22％
出資の関連会社）と、住友電工
スチールワイヤー㈱（住友電気
工業㈱100％出資の子会社）は、
両社のステンレス鋼線事業を統
合し、新会社を設立することに
ついて、基本合意した。
今後ステンレス鋼線事業を取
り巻く環境は、ユーザーのアジ
アシフトによる国内マーケット
の縮小および海外市場での海外
メーカーの攻勢などにより、ま
すます厳しさを増すものと予想

だけるステンレス鋼線の製造・販売
会社となるよう努めていく。

新会社の概要
（1）商号：鈴木住電ステンレス株式会社（仮称）

（2）本店所在地：東京都千代田区丸の内一丁目9番1号

（3）事業内容：ステンレス鋼線の製造、販売

（4）資本金：未定　

（5）出資比率：鈴木金属　60％、SSW 40％

（6）代表取締役：未定　

（7）統合予定期日：平成19年4月2日　

（8）事業規模：売上高　約140億円/年 生産規模　

約25千t/年（連結：平成16年度実績を合算）

（9）子会社：西日本ステンレス鋼線株式会社

住電鋼線製品（広州）有限公司

お問い合わせ先 チタン事業部　TEL 03-3275-5456

中京製線（株）と（株）チタックが合併

釜石製鉄所がホームページをリフレッシュ
きた釜石の鉄づくりの歴史、地
域の高校生を対象とした採用情
報の充実を図った。また、所の
トピックスについても随時更新
を行い、より多くの方に釜石製

新日鉄釜石製鉄所がホームペ
ージをリフレッシュした。釜石
製鉄所のものづくりにおける技
術・品質への取り組み、幕末か
ら現在に至る近代製鉄を支えて

鉄所を知っていただけるよう工
夫している。釜石製鉄所ホーム
ページは、www.nsc.co.jpの「事
業概要・事業所」からアクセス
できる。

お問い合わせ先
総務部広報センター
TEL 03-3275-5021

お問い合わせ先
総務部広報センター
TEL 03-3275-5021

チタン合金「Super-TIX©51AF」
（ALL NEWゼクシオ（XXIO））

チタン材中国「杭州大劇院」の外装パネル

純チタン材「Super-PureFlexTM」
（超高音質リニアPCMレコーダー「PCM-D1」）

チタン材台湾「Taipei Arena」の屋根・外装パネル



新日鉄発信のプレスリリースは、ホームページ www.nsc.co.jp に全文が掲載されていますのでご参照ください。�
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7・8日 紀尾井シンフォニエッタ東京　第55回定期演奏会

出演：マリオ・ブルネロ（Vc、指揮）、紀尾井シンフォニエッタ東京（Orch）

曲目：モーツァルト「フリーメーソンの葬送音楽ハ短調K.477（479a）」、

シューマン「チェロ協奏曲イ短調op.129」ほか

12・13日日本音楽のかたち（23） 奄美しまうたの心――武下和平の芸術【邦楽】

第22回＜東京の夏＞音楽祭2006

出演：武下和平（うた、三味線）、武下かおり（はやし）ほか、徳丸吉彦（解説）

曲目：（12日）「朝花節」、「俊良主節」ほか（13日）「長朝花節」、「ほこらしゃ」ほか

13日 第22回＜東京の夏＞音楽祭2006＜アリオン・若き才能シリーズ＞

宮田大チェロ・リサイタル

出演：宮田大（Vc）、鈴木慎崇（Pf）

曲目：シューマン「幻想小曲集op.73」、コダーイ「無伴奏チェロ・ソナタop.8」ほか

19日 円熟の輝き　アンナ・トモワ＝シントウ　ソプラノ・リサイタル

出演：アンナ・トモワ＝シントウ（Sop）、ジャン・ルメール（Pf）

曲目：ブラームス「歌の調べのように」、

ワーグナー　歌劇『ローエングリン』より「エルザの夢」ほか

20日 紀尾井素踊りの会　【邦楽】

出演：尾上来葉、藤間勢三、西川梅十三（浄瑠璃）、清元菊輔（三味線）ほか

曲目：「双六」、「うそとまこと」ほか

24日 第16回新日鉄音楽賞贈呈式・受賞記念コンサート

出演：フレッシュアーティスト賞：木下美穂子（Sop）、

特別賞：青木十良（Vc）

曲目：＜受賞記念コンサート/木下美穂子ソプラノ・リサイタル＞

プッチーニ　歌劇『蝶々夫人』より「ある晴れた日に」ほか

7月主催・共催公演情報から http://www.kioi-hall.or.jp（財）新日鉄文化財団

新日鉄の環境・社会報告書が東洋経済「環境報告書賞」優良賞を受賞
を明示している点が高く評価さ
れたもの。５月18日（木）に表
彰式が行われ（於；東京會舘）、
表彰状と記念の盾を受け取った。
今後もさまざまなステークホ

新日鉄の環境・社会報告書が、
「第９回環境報告書賞・サステナ
ビリティ報告書賞」（主催：東洋
経済新報社、グリーンリポーテ
ィング・フォーラム）の環境報
告書賞部門で、優良賞を受賞し
た。これは、当社の報告書が、
明確な環境経営の長期ビジョン、
目標・実績の総括と今後の課題

ルダーに対し当社の
活動を知っていただ
くため、環境コミュ
ニケーションの充実
を図っていく。

お問い合わせ・チケットのお申し込み先：紀尾井ホールチケットセンター　TEL 03-3237-0061 〈受付10時～18時 日・祝休〉

中国・佛山国際ステンレス展に、新日鉄住金ステンレス（株）が出展
新日鉄住金ステンレス㈱は、

３月末に開催された「中国佛山
現代鉄素体ステンレス展覧展示
会」（広東省・佛山市国際金属交
易中心）に出展した。中国の最
大ステンレス消費地である佛山
で開催されたこともあり、各種
取り扱い業者をはじめ、家電・
自動車ユーザーなど多数が来訪、

中国全土から高い注目を集めた。
日本製品への関心が高まる中、
同社は、薄板、厚板から棒線ま
で幅広いクロム系ステンレス商
品を出展。さらには、ユーザー

村山鋼材㈱が新日鉄の『新・モノ語リ』を展示
イルセンターの村山鋼材㈱が
出展。新日鉄は『新・モノ語
リ』（１～５巻）の提供と同社
の会社紹介ビデオで『鉄と鉄
鋼がわかる本』（日本実業出版

５月９日に行われた「さわ
やか信用金庫 第２回ビジネス
フェア」（大田区産業プラザ）
に、業界最大の広幅厚板コイ
ル・レーベルラインを持つコ

社）のデータを提
供して協力した。

への技術サポートな
ど、同社が誇る技術
力をPRし、利用技
術に関する解析技術
も紹介した。

武蔵野美術大学生が君津製鉄所を見学
所を見学した。
普段、鉄の彫刻で溶断・溶

接を行っている学生の皆さん
は、ダイナミックな鉄づくり
の様子に感嘆の声をあげてい
た。見学後、環境問題への取

４月28日、今年度から『NIP-
PON STEEL MONTHLY』
の表紙作品を制作している彫
刻家で武蔵野美術大学教授の
伊藤誠氏が彫刻科の学生たち
から希望者を募り、君津製鉄

り組みなど熱心な
質問が数多くあが
り、有意義な見学
会となった。

お問い合わせ先 新日鉄住金ステンレス㈱　
鋼板営業部　TEL 03-3276-4847

お問い合わせ先 環境部　TEL 03-3275-5145
http://www0.nsc.co.jp/kankyou/index.html 2006年度環境・社会報告書
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